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� はじめに

は
じ
め
に

本
『
紀
要
別
冊
』
に
収
録
し
た
論
文
は
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
日
韓
関
係
一
〇
〇
年
〈
一
九
一
〇
―
二
〇
一
〇
〉
と
日
韓

キ
リ
ス
ト
教
会
の
交
流
に
関
す
る
日
韓
共
同
研
究
」（
日
韓
教
会
交
流
史
研
究
と
略
称
）
の
第
三
年
度
で
あ
る
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
開
催

さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
一
九
四
五
年
以
降
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
憲
法
と
両
国
教
会
・
世
界
情
勢
」
で
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
韓
国
・
長

老
会
神
学
大
学
校
と
の
協
定
に
基
づ
く
三
年
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
こ
こ
で
本
研
究
が
計
画
さ
れ
た
目
的
と
研
究
計
画
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

1
．
池
明
観
、
康
仁
徳
客
員
教
授
か
ら
の
提
案

日
韓
併
合
一
〇
〇
年
に
当
た
る
二
〇
一
〇
年
を
起
点
と
し
た
「
日
韓
関
係
一
〇
〇
年
〈
一
九
一
〇
―
二
〇
一
〇
〉
と
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会

の
交
流
に
関
す
る
日
韓
共
同
研
究
」
の
計
画
を
提
案
さ
れ
た
の
は
、
総
合
研
究
所
の
池
明
観
教
授
と
康
仁
徳
の
お
ふ
た
り
の
客
員
教
授
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
前
戦
中
戦
後
と
、
日
韓
関
係
の
大
き
な
課
題
を
見
つ
め
、
し
か
も
政
治
だ
け
で
な
く
文
化
的
に
も
日
韓
交
流
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
ま

た
政
策
を
実
現
し
て
こ
ら
れ
た
お
ふ
た
り
の
教
授
か
ら
の
提
案
で
あ
る
こ
と
に
、
ま
ず
こ
の
共
同
研
究
の
画
期
的
な
意
義
が
あ
る
。
特
に
池

教
授
は
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
資
料
集
』
の
編
集
を
主
導
さ
れ
る
な
ど
日
韓
研
究
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
方
で
あ
る
。
池
教
授
が
強
調
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さ
れ
た
こ
と
は
、「
将
来
を
見
据
え
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
の
協
力
基
盤
を
形
成
す
る
た
め
に
、
日
韓
の
研
究
者
が
教
派
教
団
を
超
え
て
、

共
同
研
究
を
は
じ
め
て
は
ど
う
か
」、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

2
．
研
究
の
目
的
、
研
究
の
方
法
、
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ

研
究
の
目
的

共
同
研
究
の
目
的
は
、
第
一
に
「
日
韓
の
キ
リ
ス
ト
教
史
を
、
一
九
一
〇
年
を
起
点
に
、
日
韓
関
係
の
未
来
に
向
け
て
前
向
き
に
捉
え
な

お
す
こ
と
で
あ
る
。
北
朝
鮮
、
中
国
を
視
野
に
入
れ
、
北
東
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
こ
れ
か
ら
の
交
流
と
協
力
の
基
盤
を
築
く
」
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
〇
〇
年
を
三
期
に
分
け
、
研
究
を
進
め
る
。

第
一
期
「
三
・
一
運
動
と
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
」

第
二
期
「
三
・
一
運
動
以
降
の
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
」

第
三
期
「
一
九
四
五
年
前
後
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
と
そ
れ
以
降
の
日
韓
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」

第
二
の
目
的
は
、
単
に
キ
リ
ス
ト
教
史
の
振
り
返
り
だ
け
で
は
な
く
、「
日
韓
両
国
の
市
民
社
会
の
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
――
北
東
ア
ジ

ア
の
平
和
と
協
力
を
め
ざ
す
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
」
で
あ
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
会
の
使
命
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

日
韓
併
合
に
対
す
る
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
立
場
は
、
組
合
教
会
な
ど
の
立
場
が
研
究
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
基
督
教
会
（
旧
日

基
）、
そ
の
他
の
教
会
で
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
取
っ
て
き
た
の
か
。
教
派
を
超
え
た
研
究
が
必
要
と
さ
れ
た
。

ま
た
一
九
七
〇
年
代
の
韓
国
民
主
化
の
動
き
の
中
で
は
、
日
本
に
、
キ
リ
ス
ト
教
長
老
派
な
ど
進
歩
的
な
教
会
の
動
向
と
神
学
の
情
報
が
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も
た
ら
さ
れ
て
き
た
が
、
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
教
の
多
数
を
占
め
る
イ
エ
ス
教
長
老
派
（
合
同
派
、
統
合
派
）
な
ど
保
守
的
な
教
会
の
動
き
は

ほ
と
ん
ど
情
報
が
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
報
の
空
白
を
埋
め
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
の
日
韓
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
交
流
を
深
め
、

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。

研
究
方
法

①
聞
き
取
り
調
査
（
日
本
、
韓
国
）。
関
係
の
教
団
ま
た
は
教
会
を
訪
ね
、
関
係
者
に
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
。
日
韓
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
が
重
要
な
教
会
を
訪
ね
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
。

②
日
韓
の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
、
教
会
の
総
会
資
料
な
ど
を
調
査
し
、
各
時
期
に
日
韓
の
キ
リ
ス
ト
教
の
交
流
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か

を
分
析
す
る
。

 

特
に
、
資
料
は
日
韓
双
方
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
管
し
、
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
。
二
〇
一
〇
年
度
以
降
に
、
日
韓
の
研
究
者
に
よ
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
こ
の
研
究
成
果
を

日
本
語
、
韓
国
語
、
英
語
で
出
版
す
る
。

実
際
に
は
、
②
の
教
団
、
教
会
の
総
会
資
料
の
調
査
は
進
め
ら
れ
、『
韓
国
基
督
公
報
』（
一
九
四
五
―
一
九
九
九
）、『
基
督
申
報
』

（
一
九
一
五
―
一
九
三
七
）、『
総
会
資
料
』（
一
―
一
六
巻
）、T

he K
orea M

ission Field

（1905

―1941

）（
い
ず
れ
も
韓
国
教
会
史
文
献
研

究
院
が
復
刻
）
な
ど
の
貴
重
な
資
料
を
収
集
で
き
た
。
①
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
若
干
資
料
収
集
の
た
め
に
聞
き
取
り
調
査
が
な
さ
れ
た

程
度
で
あ
っ
た
。
③
は
、
次
の
項
目
に
記
す
よ
う
に
、
三
回
開
催
さ
れ
た
。

　

共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
の
構
成

長
老
会
神
学
大
学
校
と
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
日
韓
現
代
史
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
た
。
必



�

要
に
応
じ
て
、「
韓
神
大
学
校
、
聖
潔
大
学
校
、
延
世
大
学
校
な
ど
の
研
究
者
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
ま
た
日
本
で
は
、
同
志
社
大
学

な
ど
に
も
呼
び
か
け
る
。
ま
た
教
会
と
し
て
は
、
日
本
基
督
教
団
滝
野
川
教
会
な
ど
、
韓
国
で
は
、
永
楽
教
会
、
セ
ム
ナ
ン
教
会
、
ソ
マ
ン

教
会
な
ど
に
呼
び
か
け
、
研
究
成
果
の
公
開
に
関
し
て
協
力
を
依
頼
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
も
、
教
派
教
団
を
超
え
た
呼
び
か
け
を
目
指
し
た
が
、
実
際
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。

共
同
研
究
の
準
備

二
〇
〇
九
年
五
月
か
ら
総
合
研
究
所
、
高
萬
松
助
教
が
長
老
会
神
学
大
学
に
教
授
交
換
と
し
て
滞
在
し
、
こ
の
共
同
研
究
の
準
備
を
は
じ

め
た
。
ま
た
、
同
年
九
月
か
ら
総
合
研
究
所
、
宮
本
悟
准
教
授
が
同
様
に
教
授
交
換
と
し
て
滞
在
し
研
究
の
準
備
を
進
め
た
。
こ
の
期
間

に
、
長
老
会
神
学
大
学
校
が
、
李
致
萬
氏
を
担
当
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
よ
り
具
体
的
に
研
究
活
動
の
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
っ
た
。
な
お
李
教
授
は
、
二
〇
一
〇
年
三
月
末
に
来
日
し
、
共
同
研
究
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
。

3
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

以
上
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
研
究
成
果
を
公
開
す
る
た
め
に
、
以
下
の
よ
う
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

第
一
回　

二
〇
一
一
年
二
月
一
日
、
聖
学
院
本
部
新
館
会
議
室

主
題
「
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
韓
教
会
交
流
」

講
演
1
「
一
九
一
〇
年
ま
で
の
日
本
側
か
ら
見
た
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
交
流
」

同
志
社
大
学
神
学
部
教
授　

原　

誠
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コ
メ
ン
ト　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
助
教　

松
本　

周

講
演
2
「
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
日
本
側
か
ら
見
た
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
交
流
」

早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
研
究
機
構
助
手　

松
谷
基
和

コ
メ
ン
ト　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
助
教　

高　

萬
松

講
演
3
「
韓
国
側
か
ら
見
た
韓
日
キ
リ
ス
ト
教
会
交
流
」

長
老
会
神
学
大
学
校
研
究
教
授　

李　

致
萬

コ
メ
ン
ト　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
准
教
授　

宮
本　

悟

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
は
、
松
本
周
「
日
韓
教
会
交
流
史
研
究
会
」『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所N

ew
sletter

』
20
―
5
、
二
〇
一
〇

年
に
あ
る
。

第
二
回　

二
〇
一
一
年
一
一
月
二
五
日
、
長
老
会
神
学
大
学
校
世
界
宣
教
セ
ン
タ
ー

主
題
「
三
・
一
独
立
運
動
と
民
族
自
決
主
義
」

講
演
1
「
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
と
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
」
李　

致
萬

コ
メ
ン
ト　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
教
授　

松
谷
好
明

講
演
2
「
一
九
一
〇
年
代
の
日
韓
教
会
と
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
松
本　

周

コ
メ
ン
ト　

長
老
会
神
学
大
学
校　

パ
ク
・
ヨ
ン
ク
ォ
ン

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
原
稿
は
、『
紀
要
』
五
三
号
に
収
録
し
て
い
る
。

第
三
回　

二
〇
一
二
年
一
一
月
三
日
、
聖
学
院
本
部
新
館
会
議
室
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主
題
「
一
九
四
五
年
以
降
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
憲
法
と
両
国
教
会
・
世
界
情
勢
」

講
演
1
「
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
南
北
統
一
運
動
の
た
め
の
日
本
教
会
の
役
目
と
寄
与
」
李　

致
萬

コ
メ
ン
ト　

聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
特
任
教
授　

東
野
尚
志

発
表
「
日
韓
会
談
反
対
運
動
と
日
韓
教
会
交
流
――
一
九
六
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
」
高　

萬
松

講
演
2
「
一
九
四
五
年
以
降
の
北
東
ア
ジ
ア
と
教
会
――
日
本
国
憲
法
と
の
関
わ
り
か
ら
」
松
本　

周

コ
メ
ン
ト　

長
老
会
神
学
大
学
校
教
授　

ア
ン
・
ギ
ョ
ソ
ン

4
．
研
究
成
果
の
公
開

本
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
以
下
の
論
文
が
あ
る
。

高
萬
松
「
戦
後
の
韓
国
長
老
派
教
会
と
日
本
基
督
教
団
の
交
流
の
事
情
――
一
九
六
七
年
宣
教
共
役
に
至
る
ま
で
の
日
韓
教
会
交
流
（
関
係
）

の
歴
史
研
究
（
第
一
回
）」『
紀
要
』
五
一
号
、
二
〇
一
一
年

同
「
一
九
七
〇
年
代
韓
国
教
会
の
社
会
参
与
に
関
す
る
神
学
の
考
察
――
一
九
七
〇
年
代
前
半
、
日
韓
教
会
交
流
に
関
わ
っ
た
長
老
教
派
を

中
心
に　

日
韓
教
会
交
流
（
関
係
）
の
歴
史
研
究
（
第
二
回
）」『
同
上
』
五
二
号
、
二
〇
一
一
年

同
「
日
韓
会
談
反
対
運
動
と
日
韓
教
会
交
流
――
日
韓
教
会
交
流
（
関
係
）
の
歴
史
研
究
（
第
三
回
）」『
同
上
』
五
三
号
、
二
〇
一
一
年

同
「
韓
景
職
牧
師
の
民
主
主
義
観
――
日
韓
教
会
交
流
（
関
係
）
の
歴
史
研
究
（
第
四
回
）」『
同
上
』、
五
五
号
、
二
〇
一
三
年

M
ansong K

o, Footprints of Interchurch E
xchange betw

een K
orea and Japan: W

ith Special R
eference to the Situation of the 

T
w

o C
ountries from

 1945 to 1967, the Year of the M
ission A

greem
ent.  『

同
上
』
五
四
号
、
二
〇
一
三
年
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―――, “Japanese and K
orean C

hurch R
elations from

 1945 to 1967: T
he Path to R

econciliation, ” A
tsuyoshi Fujiw

ara and 

B
rian B

yrd eds., Post-disaster T
heology from

 Japan, Seigakuin U
niversity Press, 2013.


